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   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
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   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/713    　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
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   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
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   Ｇ０１Ｎ   33/15     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/50     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/566    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月19日(2017.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　CD1aの阻害物質の治療的有効量と薬学的に許容される担体とを含む、炎症性皮膚疾患を
治療するための薬学的組成物。
【請求項２】
　前記CD1aの阻害物質がCD1a発現および／またはCD1a活性を阻害する、請求項1に記載の
薬学的組成物。
【請求項３】
　前記CD1aの阻害物質が、RNA干渉分子、小分子、ペプチド、および抗体またはその断片
からなる群より選択される、請求項1または2に記載の薬学的組成物。
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【請求項４】
　前記炎症性皮膚疾患が、T細胞媒介性の皮膚疾患または皮膚障害である、請求項1～3の
いずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
　前記炎症性皮膚疾患がウルシオール誘発性接触皮膚炎である、請求項1～3のいずれか一
項に記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　前記炎症性皮膚疾患が乾癬および／またはアトピー性皮膚炎である、請求項1～3のいず
れか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　CD1a活性の前記阻害物質が、CD1aへのリガンドの結合またはCD1a媒介性抗原提示活性を
阻害する、請求項2～6のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　前記リガンドがウルシオールである、請求項7に記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　CD1a活性の前記阻害物質が、ランゲルハンス細胞の抗原提示活性を阻害する、請求項2
～8のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　全身送達用に製剤化されている、請求項1～9のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
　局所送達用に製剤化されている、請求項1～9のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　a．1つのランゲルハンス細胞またはランゲルハンス細胞の集団を作用物質と接触させる
段階、
　b．該細胞または該細胞の集団におけるCD1aの発現および／または活性を測定する段階
であって、
　　i．CD1aの発現および／または活性の低下により、該作用物質が炎症性皮膚疾患の治
療のための候補作用物質であることが示される、段階
を含む、炎症性皮膚疾患を治療するための候補作用物質をスクリーニングするための方法
。
【請求項１３】
　前記候補作用物質が、RNA干渉分子、小分子、ペプチド、および抗体またはその断片か
らなる群より選択される、請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　a．ランゲルハンス細胞の集団を候補作用物質と接触させる段階、
　b．段階（a）の細胞を標識CD1aリガンドと接触させる段階、
　c．結合した検出可能な該リガンド由来のシグナルの強度を測定する段階、
　d．該シグナルの測定された該強度を参照値と比較する段階、ならびに
　測定された該強度が該参照値に比べて低い場合に、
　e．該候補作用物質を該細胞におけるCD1a発現および／またはCD1a活性の阻害物質とし
て同定する段階
を含む、アッセイ法。
【請求項１５】
　前記CD1aリガンドがウルシオールである、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　炎症性皮膚疾患の治療または予防における使用のための、CD1aの阻害物質。
【請求項１７】
　炎症性皮膚疾患の治療または予防のための医薬の製造のための、CD1aの阻害物質の使用
。
【請求項１８】
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　前記CD1aの阻害物質がCD1a発現および／またはCD1a活性を阻害する、請求項16または17
に記載の使用。
【請求項１９】
　CD1a発現の前記阻害物質がRNA干渉分子または小分子である、請求項18に記載の使用。
【請求項２０】
　CD1a活性の前記阻害物質が小分子、抗体もしくはその断片、またはペプチドである、請
求項18に記載の使用。
【請求項２１】
　CD1a活性の前記阻害物質が、CD1aへのリガンドの結合またはCD1a媒介性抗原提示活性を
阻害する、請求項20に記載の使用。
【請求項２２】
　前記リガンドがウルシオールである、請求項21に記載の使用。
【請求項２３】
　CD1a活性の前記阻害物質が、ランゲルハンス細胞の抗原提示活性を阻害する、請求項20
に記載の使用。
【請求項２４】
　前記炎症性皮膚疾患が、T細胞媒介性の皮膚疾患または皮膚障害である、請求項16～23
のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２５】
　前記炎症性皮膚疾患がウルシオール誘発性接触皮膚炎である、請求項16～23のいずれか
一項に記載の使用。
【請求項２６】
　前記炎症性皮膚疾患が乾癬および／またはアトピー性皮膚炎である、請求項16～23のい
ずれか一項に記載の使用。
【請求項２７】
　前記CD1aの阻害物質が全身送達用および／または局所送達用に製剤化されている、請求
項16～26のいずれか一項に記載の使用。
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